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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第14期

第３四半期累計期間
第15期

第３四半期累計期間
第14期

会計期間
自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

売上高 (千円) 4,377,876 5,829,265 6,089,989

経常利益 (千円) 328,290 320,216 488,893

四半期(当期)純利益 (千円) 155,442 152,011 250,717

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 731,950 731,950 731,950

発行済株式総数 (株) 13,210,000 13,210,000 13,210,000

純資産額 (千円) 1,602,714 1,781,029 1,697,989

総資産額 (千円) 2,553,388 3,096,406 2,778,782

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.93 11.70 19.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 11.92 11.70 19.25

１株当たり配当額 (円) － － 5.00

自己資本比率 (％) 62.8 57.5 61.1
 

 

回次
第14期

第３四半期会計期間
第15期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.70 8.04
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、米国政権の政策や東アジアにおける地政学的リスクの増大など

不安定な世界情勢が続く中、企業業績や設備投資は改善しており、個人消費も緩やかながら持ち直しの動きが続

きました。

わが国の医療環境につきましては、社会保障費の低減等を主な目的として、施設から在宅へのシフトを推進

し、診療報酬改定による誘導や医療と介護の連携、地域単位でのケア等が進められると予測されます。

こうしたなか、当社の主要事業である精神科訪問看護事業を取り巻く環境につきましては、引き続き精神障害

者の医療の確保や退院促進に関する改革が進められており、在宅医療へのシフトはより鮮明になっております。

このような環境の中、当社は拠点数拡大及び営業所の精査を行っており、当第３四半期累計期間において事業

所15拠点、営業所(出張所を含む)11拠点の新規開設、加えて７営業所の事業所への形態変更及び４営業所の統合

を実施し、当第３四半期累計期間末の拠点数は139事業所、42営業所(出張所を含む)の計181拠点、47都道府県に

おいて運営を行ってまいりました。また、引き続き積極的な採用活動による看護師確保、教育プログラムの充

実、マネジメント層への研修に注力してまいりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は5,829,265千円（前年同期比33.2％増）、営業利益は

321,555千円（前年同期比1.6％減）、経常利益は320,216千円（前年同期比2.5％減）、四半期純利益は152,011

千円（前年同期比2.2％減）となりました。

当第３四半期累計期間の各利益に関しましては、前年同期実績を下回る結果となりましたが、新規拠点開設、

職場環境改善や人員増は将来に向けての先行投資として認識しており、今後は新入職員の稼働及び訪問の移動効

率が向上することで業績拡大に結び付いていくと考えております。

 
(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は2,144,541千円(前事業年度末残高1,676,390千円)となり、

前事業年度末に比べ468,151千円増加いたしました。これは主に、現金及び預金が156,555千円、売掛金が

229,784千円、流動資産のその他に含まれる前払費用が46,639千円増加したことによるものであります。

 

(固定資産)

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は951,865千円(前事業年度末残高1,102,392千円)となり、前

事業年度末に比べ150,526千円減少いたしました。これは主に、無形固定資産に含まれるソフトウエア仮勘定が

50,196千円、投資その他の資産に含まれる長期前払費用が46,639千円増加したものの、有形固定資産の建物(純

額)が122,838千円、土地が132,306千円減少したことによるものであります。

　

(流動負債)

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は1,255,460千円(前事業年度末残高904,012千円)となり、前

事業年度末に比べ351,447千円増加いたしました。これは主に、短期借入金が200,000千円、賞与引当金が66,312

千円、流動負債のその他に含まれる預り金が54,974千円、未払金が44,757千円増加したことによるものでありま

す。
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(固定負債)

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は59,916千円(前事業年度末残高176,780千円)となり、前事

業年度末に比べ116,863千円減少いたしました。その主な要因は、退職給付引当金が16,455千円増加したもの

の、長期借入金が130,240千円減少したことによるものであります。

　

(純資産)

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は1,781,029千円(前事業年度末残高1,697,989千円)となり、前

事業年度末に比べ83,040千円増加いたしました。その要因は、当第３四半期累計期間に自己株式の取得99,927千

円、配当金の支払64,968千円計上したものの、自己株式の処分95,925千円、四半期純利益を152,011千円計上し

たことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありませ

ん。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間において、研究開発活動について特記すべき事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期累計期間において、当社の従業員数(正社員数)は事業規模の拡大により、前事業年度末と比べ196名

増加し、1,014名となりました。

 

(6) 主要な設備

当第３四半期累計期間において、主要な設備について特記すべき事項はありません。

 

(7) 販売実績

当第３四半期累計期間における販売実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 販売高(千円)

居宅事業部門 5,829,265

合     計 5,829,265
 

(注) １．当社は単一セグメントであるため、事業部門別の実績を記載しております。

２．当第３四半期累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。
　

相手先 販売高(千円) 割合(％)

社会保険診療報酬支払基金 大阪支部 716,587 12.3

社会保険診療報酬支払基金 東京支部 609,708 10.5
 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,500,000

計 33,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,210,000 13,210,000
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

計 13,210,000 13,210,000 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 － 13,210,000 － 731,950 － 701,950

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 　214,900
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,993,000 129,930
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。

単元未満株式 普通株式　　 2,100 ― ―

発行済株式総数 13,210,000 ― ―

総株主の議決権 ― 129,930 ―
 

 

② 【自己株式等】

    平成29年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数　
の合計（株）

発行済株式の
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）
株式会社Ｎ・フィールド

大阪市北区堂島浜
一丁目４番４号 
アクア堂島東館

214,900 ― 214,900 1.63

計 ― 214,900 ― 214,900 1.63

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 取締役副社長　居宅事業本部長 又吉　弘章 平成29年７月31日

取締役相談役 代表取締役社長 髙木　三愛 平成29年７月31日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 351,484 508,040

  売掛金 1,218,098 1,447,883

  貯蔵品 2,744 1,633

  その他 105,389 188,220

  貸倒引当金 △1,326 △1,236

  流動資産合計 1,676,390 2,144,541

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 388,283 265,445

   土地 370,520 238,214

   その他（純額） 34,076 25,466

   有形固定資産合計 792,880 529,125

  無形固定資産 106,537 161,301

  投資その他の資産 202,973 261,438

  固定資産合計 1,102,392 951,865

 資産合計 2,778,782 3,096,406

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 100,000 300,000

  1年内返済予定の長期借入金 16,704 －

  未払金 470,179 514,937

  未払法人税等 130,555 131,890

  賞与引当金 19,306 85,618

  その他 167,267 223,015

  流動負債合計 904,012 1,255,460

 固定負債   

  長期借入金 130,240 －

  退職給付引当金 42,266 58,722

  その他 4,273 1,194

  固定負債合計 176,780 59,916

 負債合計 1,080,793 1,315,377

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 731,950 731,950

  資本剰余金 701,950 720,293

  利益剰余金 463,655 550,699

  自己株式 △199,949 △222,296

  株主資本合計 1,697,606 1,780,646

 新株予約権 382 382

 純資産合計 1,697,989 1,781,029

負債純資産合計 2,778,782 3,096,406
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 4,377,876 5,829,265

売上原価 3,224,714 4,507,887

売上総利益 1,153,162 1,321,378

販売費及び一般管理費 826,330 999,822

営業利益 326,831 321,555

営業外収益   

 受取利息 434 331

 受取手数料 310 983

 受取保険金 45 1,305

 保険解約返戻金 4,382 －

 その他 － 250

 営業外収益合計 5,173 2,870

営業外費用   

 支払利息 2,650 880

 自己株式取得費用 1,063 899

 雑損失 － 2,430

 営業外費用合計 3,714 4,210

経常利益 328,290 320,216

特別利益   

 固定資産売却益 2,273 19,174

 自己新株予約権消却益 1,663 －

 その他 33 －

 特別利益合計 3,969 19,174

特別損失   

 固定資産除却損 － 2,542

 特別損失合計 － 2,542

税引前四半期純利益 332,259 336,847

法人税、住民税及び事業税 184,705 223,112

法人税等調整額 △7,888 △38,276

法人税等合計 176,817 184,836

四半期純利益 155,442 152,011
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【注記事項】

(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日)を第１四半期

会計期間から適用しております。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間

(自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

減価償却費 47,552千円 41,864千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年3月25日
定時株主総会

普通株式 65,875 5.00 平成27年12月31日 平成28年３月28日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成28年２月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、普通株式216,300株を取得いたしました。この結

果、当第３四半期累計期間において、自己株式が199,949千円増加しております。

 
当第３四半期累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年3月24日
定時株主総会

普通株式 64,968 5.00 平成28年12月31日 平成29年３月27日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年４月18日開催の取締役会において、当社の取締役(社外取締役及び監査等委員である取締役を除

きます。)及び当社の執行役員に対する譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分を行うことを決議し、普通株式

75,000株を処分いたしました。この結果、資本剰余金が18,343千円増加し、自己株式が77,581千円減少しておりま

す。また、平成29年５月９日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、普通株式73,600株を取得いたしました。この結果、

自己株式が99,927千円増加しております。これらの結果、当第３四半期累計期間において、資本剰余金が18,343千

円、自己株式が22,346千円増加し、当第３四半期会計期間末において、資本剰余金が720,293千円、自己株式が

222,296千円となっております。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、居宅事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 11円93銭 11円70銭

  (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 155,442 152,011

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 155,442 152,011

   普通株式の期中平均株式数(株) 13,028,409 12,994,334

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 11円92銭 11円70銭

  (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) － －

   普通株式増加数(株) 8,903 2,297

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成29年11月８日
 

株式会社Ｎ・フィールド

   取   締   役   会 御中
 

 

有限責任監査法人 トーマツ
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   辻   内         章   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中   田   信   之   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｎ・

フィールドの平成29年１月１日から平成29年12月31日までの第15期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年７月１日か

ら平成29年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年１月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｎ・フィールドの平成29年９月30日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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